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百舌鳥古墳群

　定の山古墳
　百舌鳥八幡宮
　御廟山古墳
　履中天皇陵古墳
　大山古墳（仁徳天皇陵）
　堺市博物館

古市古墳群

　古室山古墳
　道明寺天満宮
　白鳥稜
　白鳥神社
　墓山古墳
　向墓山古墳
　羽曳野市文化財展示室
　応神天皇陵
　誉田八幡宮
　大鳥山古墳

※　表紙の写真は、田出井山古墳（たでいやまこふん）。
　　第十八代反正天皇の陵に治定されている。








中百舌鳥・古市古墳群の歴史的背景



古代の息吹が今なお色濃く残る大阪平野。その南部に広がる百舌鳥・古市古墳群は、悠久の歴史と権力の象徴として、現代の都市風景の中に静かに融け込んでいる。

二〇一九年に世界文化遺産に登録されたこの巨大な墳墓群は、単なる古代の遺跡ではない。それは、日本という国家の枠組みが形作られつつあった、倭（わ）の五王の時代の熱気と政治的動乱を現代に伝える、生きた歴史の教科書である。 

古墳群が築造された四世紀後半から五世紀後半にかけての日本列島は、まさに激動の時代であった。それまでの政治の中心地であった大和盆地（現在の奈良県）から、権力者たちは拠点を河内や和泉の地、すなわち現在の大阪へと移し始める。

この政治的・地理的な大転換こそが、百舌鳥・古市古墳群の誕生を促した最大の背景である。当時の近畿地方は、大陸や朝鮮半島との交流の最前線であった。瀬戸内海を通じて大阪湾へと注ぐルートは、海外からの使節や最新の技術を迎える外交の要衝である。

権力者たちは、海から平野へと進進するまさにその入り口に、見上げるような巨大な前方後円墳を次々と築き上げた。

なかでも世界最大級の墳墓である「仁徳天皇陵」を含む百舌鳥古墳群と、それに匹敵する規模を誇る「応神天皇陵」を擁する古市古墳群は、圧倒的なスケールで訪れる者を圧倒した。

当時の人々、そして海を渡ってきた外国の使節たちは、船から降り立ち、平野の向こうにそびえ立つ巨大な土の山を目にしたとき、そこに君臨する「王」の絶対的な権力と、それを支える高度な土木技術に驚嘆したに違いない。それこそが、当時の大王（おおきみ）たちが狙った、最高度の視覚的プロパガンダであった。

これらの巨大古墳を築き上げるには、天文学的な数の労働力と、緻密な計算に基づいた設計技術が必要不可欠であった。何百万人もの人々を動員し、何年もの歳月をかけて巨石を運び、土を盛り、無数の埴輪を並べる。

この一連の国家規模のプロジェクトを統制できたという事実そのものが、中央集権的な国家体制、すなわち「倭国」の権力基盤が確立されていた証拠にほかならない。

百舌鳥と古市という、わずかに離れた二つのエリアに巨大古墳が並立している点も、歴史のロマンを掻き立てる。これは二つの勢力が競い合っていた跡なのか、あるいは世代交代や政治的な勢力図の変遷によるものなのか。

確かなことは、この地が当時の日本列島における、経済と政治、そして文化の最先端の中心地であったということだ。時が流れ、周囲はコンクリートのビルや住宅街へと姿を変えた。

しかし、緑に覆われた前方後円墳のシルエットは、今もなお大阪の街を見守るように佇んでいる。都市の喧騒の中に、ぽっかりと浮かぶ古代の森。

それは、私たちが歩んできた歴史の深さと、かつてこの列島に存在した強大な王権の記憶を、静かに、しかし雄弁に物語り続けている。

古墳群の建造背景とそのスケール

百舌鳥・古市古墳群の最大の特徴は、見る者を平伏させるかのようなその圧倒的なスケールにある。

日本最大の前方後円墳である百舌鳥エリアの大仙陵古墳（仁徳天皇陵）は、墳丘長約四百八十六メートル（近年の測量ではさらに大きな数値も計測されている）、三重の周濠を含めた全長は約八百四十メートルに達する。

体積にして約一四〇万立方メートル、盛り土の量は十トンダンプカー約二十七万台分という天文学的な規模を誇る。また、古市エリアの誉田御廟山古墳（応神天皇陵）も墳丘長約四二五メートル、体積においては大仙陵古墳を凌駕するとも言われ、この二大巨頭がわずか十キロメートルほどの間隔を置いて並立している事実は、世界的に見ても驚異的である。 

これほどの巨万の富と労働力を具現化するためには、当時の水準を遥かに超えた「最先端の土木技術」と「高度な測量・設計」が不可欠であった。近年の研究では、大仙陵古墳の築造において、一日最大二千人の労働者を動員しても完成までに15年以上の歳月を要し、延べ労働力は数百万人規模に及んだと試算されている。 

彼らが駆使した技術は、単に土を高く積み上げるだけのものではなかった。丘陵の傾斜地を巧妙に削り、掘り出した土をそのまま墳丘の盛り土へと流用する合理的な工法が採られた。

さらに、傾斜面の崩落を防ぐために「版築（はんちく）」と呼ばれる、性質の異なる土を幾層にも薄く敷き詰めて強固に突き固める工法が取り入れられている。墳丘の表面には、近くの石津川や遠方の紀ノ川などから運ばれた無数の「葺石（ふきいし）」が敷き詰められた。

これにより、雨水による浸食を防ぐとともに、当時の古墳は現在のような緑の森ではなく、太陽の光を浴びて白く輝く、幾何学的で堅牢な人工の建造物として平野にそびえ立っていたのである。 

「倭の五王」が演じた東アジア激動の外交劇

この驚異的な土木プロジェクトを可能にした背景には、五世紀の東アジアにおける国際情勢と、それに翻弄されながらも逞しく生き抜こうとしたヤマト政権の壮大な外交戦略があった。

中国の歴史書『宋書』倭国伝には、讃・珍・済・興・武という「倭の五王」が、南朝の宋に相次いで使節を派遣し、朝貢を行ったことが記録されている。 

当時の朝鮮半島は、高句麗（こうくりえ）、百済（くだら）、新羅（しらぎ）、そして加耶（かや）諸国が激しく覇を競い合う激動の時代であった。特に北方の雄・高句麗の南下政策は、朝鮮半島南部、ひいては日本列島（倭国）にとっても重大な脅威であった。

倭の五王たちが中国の皇帝に遣使を送り続けた最大の目的は、中国の権威を背景に、朝鮮半島南部における自国の軍事的外交的優位性、とりわけ鉄資源の供給地であった加耶地域への影響力を国際的に承認（冊封）させることにあった。

百舌鳥・古市古墳群が、瀬戸内海から大阪湾へと進入するまさにその玄関口に築かれた理由は、ここにある。海を渡ってやってくる中国や朝鮮半島の使節たちは、難波の港に近づくにつれ、海岸線のすぐ近くに白く輝く巨大な王墓の列を目にすることになる。

「我が国には、これほどの巨大モニュメントを統制・建造できる強大な王権がある」それを見せつけること自体が、最高度の視覚的プロパガンダであり、軍事力に頼らずとも相手を圧倒できる高度な心理的外交カードであったのだ。 

埴輪と副葬品が雄弁に語る、文化の変遷と王権の正体

古墳の表面や内部を彩った遺物は、当時の思想や技術のダイナミズムを現代に伝えるタイムカプセルである。墳丘を埋め尽くすように立て並べられた「埴輪（はにわ）」は、大仙陵古墳だけでも約三万本に達したと推定される。

古墳の黎明期には、聖域を区画するためのシンプルな円筒埴輪が主流であったが、五世紀に入ると、家、船、盾、甲冑、そして馬や鳥、さらには巫女や武人を象った「形象埴輪」が爆発的に増加する。

これらは、大王の葬儀の様子や、生前の宮廷生活、宗教的な儀礼を再現したものであり、古墳そのものが神聖な儀式の「舞台」であったことを示している。 

一方、石室の内部に納められた「副葬品」は、四世紀後半から五世紀にかけて、ヤマト政権の性質が劇的に変化したことを告げている。

前期の古墳からは、呪術的な色彩の強い三角縁神獣鏡や碧玉製の呪術具が多く出土するのに対し、中期の百舌鳥・古市古墳群の時代になると、出土品は一気に「軍事」と「実用技術」の色に染まる。

古市古墳群の野中古墳などからは、大量の鉄製の甲冑や、刀剣、鉄矢、そして最先端の武具が整然と出土している。これは、大王が単なる宗教的な司祭者から、軍事を掌握し、武力によって列島を統治する「強力な軍事指導者」へと変貌を遂げた証左である。 

さらに、精緻な金銅製の馬具や、高級な渡来系の陶質土器である「須恵器（すえき）」の出土は、大陸や朝鮮半島から技術者集団（渡来人）を組織的に受け入れ、最先端のテクノロジーを独占していた王権の姿を浮き彫りにする。

鉄製品の大量生産システム、馬の飼育技術、文字の使用など、百舌鳥・古市古墳群から見つかる品々は、当時のヤマト政権が先進的な海外文化を急速に吸収し、自らの権力を強固なものへと昇華させていった知的で貪欲なプロセスそのものを物語っているのである。 

巨大古墳の築造を支えた渡来人集団

百舌鳥・古市古墳群という未曽有の巨大建造物を完成させ、ヤマト政権を東アジアの一翼を担う国家へと押し上げた真の原動力。それこそが、朝鮮半島や大陸から海を渡ってきた「渡来人（とらいじん）」と呼ばれる技術者集団であった。

彼らは単なる労働力ではなく、当時の列島社会の構造を根底から変革したインフラストラクチャーの体現者であり、国家の頭脳であった。

五世紀、百舌鳥・古市の地にそびえ立った前方後円墳は、それまでの伝統的な日本の技術だけでは到底成し得ない「複合的テクノロジーの結晶」であった。渡来人たちが果たした役割は、主に以下の三つの大革命に集約される。

一. 大規模な土木・水利・測量技術の導入

巨大古墳の設計には、寸分の狂いも許されない緻密な測量術が必要であった。渡来人たちは、中国や朝鮮半島で培われた高度な天体観測や測量技術、そして傾斜地を強固に突き固める「版築（はんちく）」の技法をもたらした。

さらに彼らの技術は、古墳そのものの築造にとどまらず、その周辺一帯の「地形改造」にまで及んだ。当時の河内平野は湿地帯が多く、巨万の土を運ぶためには大規模な排水・灌漑工事が不可欠であった。

大仙陵古墳の周辺に張り巡らされた周濠や、平野を潤すための人工運河の開削は、彼らの水利技術がなければ不可能であった。

二. 「鉄」の大量生産と軍事・工具の革新

古墳を削り、石を切り出し、木を伐採するためには、頑強な鉄製工具の大量供給が絶対条件となる。

ヤマト政権は渡来人の鍛冶職人集団を組織化し、それまで貴重品であった鉄を「実用的な工具や武器」として大量生産する体制を整えた。これにより、頑丈な鉄製の鍬（くわ）や鋤（すき）が誕生し、土木工事の効率は飛躍的に向上したのである。

三. 「須恵器」と「馬」という新文化の定着

古墳の副葬品や祭祀に欠かせない、硬質で灰色の画期的な焼き物「須恵器（すえき）」の製造技術も、渡来人がもたらしたものである。

それまでの縄文・弥生以来の野焼きとは異なり、山の斜面に「登り窯」を築き、一〇〇〇度以上の高温で還元焔焼成する技術は、当時の列島の人々にとって魔法のような高テクノロジーであった。

また、軍事や輸送の常識を覆した「馬」の飼育・繁殖・調教技術も、彼らが列島に定着させた極めて重要な役割の一つであった。

河内平野に刻まれた「渡来人の定住跡」

ヤマト政権は、これら優秀な技術者たちを単なる一時的な賓客としてではなく、自らの本拠地である河内や和泉の要衝に集中的に「定住」させ、国家の基盤へと組み込んでいった。百舌鳥・古市古墳群の背後には、彼らの確かな生活と生産の足跡が今も遺されている。

百舌鳥古墳群の南東に位置する和泉丘陵（現在の堺市、和泉市、岸和田市などにまたがる地域）には、「陶邑」と呼ばれる日本最大・最古の須恵器生産窯跡群が広がっている。

五世紀前半、朝鮮半島南部（加耶地域など）から渡ってきた陶工たちがこの地に移り住み、数百基におよぶ登り窯を次々と築いた。ここで生産された大量の須恵器や、祭祀用の巨大な壺は、百舌鳥・古市古墳群の儀礼に直結していた。

まさに、巨大古墳を物資の面から支えた「一大工業都市」が、古墳のすぐ目と鼻の先に構築されていたのである。

古市古墳群周辺は、後に歴史に名を馳せる「西文氏（かわちのふみうじ）」などの有力な渡来系豪族の地盤となった。彼らは文字を扱い、外交文書の作成や国家の財政・計数を司る「官僚」としてヤマト政権の中枢を支えていく。

巨大古墳がひしめくこのエリアは、最先端の技術者集団と、それを統率する渡来系知識人たちが日常的に行き交う、当時の日本列島で最も国際色豊かな「グローバル・ゾーン」であったのだ。

百舌鳥・古市古墳群の巨大さは、大王の権力の大きさであると同時に、これら渡来人たちの叡智と情熱がこの列島に深く根を下ろした証（あかし）でもあった。

彼らがもたらした技術の奔流は、やがて古墳時代を終わらせ、次の「飛鳥・奈良」という本格的な律令国家の幕開けへと繋がっていくことになる。







顕著な普遍的価値の言明（※文化庁より）



渡来系氏族や遣唐使などについてフィールドワークしていた際、海上（特に現在の堺市の沖合付近）からこれらの古墳群をどのような景観として捉えていたのか、ということが絶えず疑問としてあった。

百舌鳥・古市古墳群は、中国や半島との海上交易の窓口であった大阪湾を望む台地の上にある。大阪湾を行き来する船からは巨大古墳がよく見えたはずであろう。大陸からの渡来人らにとっては、奈良の都への玄関口にてこれら巨大建造物に出迎えられるのである。

世界遺産に選定されるに際して、文化庁は次のように古墳群の奥深さを次のようにまとめている。


総合的所見

百舌鳥・古市古墳群は、古代日本列島を支配し、東アジア諸勢力との外交にあたった王一族やそれに次ぐ有力者たちの墓群である。この墓群は、古墳と呼ばれる顕著な墳墓の築造を特色とする古墳時代の最盛期であった四世紀後半から五世紀後半にかけて築造された。

四九基四五件の一連の古墳、重要な政治文化の中心地のひとつであった大阪平野の、大陸に向かう航路が出発する海を望む台地上に位置している。本資産は、世界でも独特な鍵穴型をもつ墓、最大のものは長さおよそ五〇〇メートルにも及ぶ巨大古墳を多数含み、これらに様々な大きさと形状で差異化された中小墳墓を伴って群を形成している。

世界各地の多くの墳墓の墳丘が棺や室に盛土・積石しただけのものであるのに対して、古墳の墳丘は葬送儀礼の舞台として幾何学的に精緻なデザインを施し、埴輪などの土製品で飾り立てた建築的な傑作であった。

この時代、中国の政治的混乱に起因する周辺地域の国際秩序の変化が、東アジア各地において王権の形成を促した。各地の王権により営まれた墓の中でも、日本列島の墳墓は地上にそびえるモニュメントとして墳丘の外観をとりわけ顕著に発達させたものである。

本資産の古墳に見られる圧倒的な規模の格差や型式の多様性、大小の古墳が密集した配置は、この時代の王権の階層化された権力構造を視覚的に示している。列島各地に多数造営された古墳における葬送儀礼は、権力の継承及び中央と地方の勢力の結びつきを確認・強化するものであった。

こうした高い社会的意義を背景として、墳丘の大きさと美しさが追求された古墳は、土製建造物のたぐいまれな技術的到達点を示すものとなった。築造後約一六〇〇年を経てもなお並外れた形態をとどめていることは、その技術水準の高さを物語っている。

本古墳群は、大陸の法体系の影響を受けて、古代中央集権体制を確立した新たな歴史段階を迎える直前にあって、激動する東アジア情勢への対応として展開した、墳墓によって権力を象徴した日本列島の人々の歴史を物語る顕著な証左である。

評価基準適合性の証明

百舌鳥・古市古墳群は、群として築造された墳墓の規模と形によって当時の政治・社会の構造を表現した、古墳時代の文化を物語る傑出した証拠である。本資産は，古墳時代において，社会階層の違いを示唆する高度に体系だった百舌鳥・古市古墳群葬送文化が存在し、古墳築造が社会の秩序を表現していたことを物語っている。

また本資産は、各地の古墳群が形づくる階層構造の頂点に位置し、かつ最も充実した典型的な階層構造は列島一円の古墳群の群構成の規範となった。古墳とそこでの儀礼を通じた社会統治のあり方は列島の広い範囲に及ぶこととなり、その総数は一六万基以上を数えるに至った。

百舌鳥・古市古墳群は、日本列島独自の墳墓形式，すなわち古墳の顕著な事例である。それは、集団や社会の力を最も明瞭に誇示するモニュメントとして祖先の墓を築造した、この列島独特の歴史段階―すなわち東アジアの政治情勢を反映した古代王権の形成・発展過程―を物語るものである。

百舌鳥・古市エリアに密集して築造された古墳は、同時代に営まれたものでありながら、前方後円墳、帆立貝形古墳、円墳、方墳という四つの標準化された形、および二〇ｍから五〇〇ｍ近くという著しく多様な規模差を含む。

古墳は、世界各地の墳墓にしばしば見られるような棺・室に盛土・積石しただけの単純な墳墓ではない。それは、葬送儀礼の舞台としてデザインされ、葺石と埴輪で装飾され、幾何学を伴う高度な建築計画と技術をもって築造された、ユニークな建築的到達点である。

本資産は、古墳時代の文化を特徴づける日本列島固有の墳墓型式である古墳により、古代王権を視覚的に表現した物証として、完全性を十分に有している。本資産を構成する四九基四五件の古墳は，王権の統治のあり方を最も顕著に示す古墳時代中期に属する王権の古墳を選択し、保存状態が良好なものを網羅したグループである。

本資産は，歴史的、にまとまった最高の事例を取り上げたその群としての総体において、古墳群の顕著な普遍的価値を伝える三つの属性、つまり密集した多様な古墳、四つの標準化された型式、入念で独特な葬送儀礼、を表している。

各構成資産は、顕著な普遍的価値の証左となる墳丘等の遺構を含む範囲を確保している。構成資産の保存状況は全体として良好であり、所有者あるいは管理者により適切に管理がなされている。資産周辺は、長い歴史の中で市街化が進んでいるが、十分な範囲の緩衝地帯を設定し、包括的保存管理計画に基づいて保全のための対策を実施することにより、資産の適切な保護を実施する。

本資産の真実性は、顕著な普遍的価値に貢献する各構成資産の諸属性に関する十分な学術的・考古学的調査研究により裏付けられている。資産の真実性は、形態・意匠、・材料・材質、・用途・機能、において維持されている。

資産である四九基四五件の古墳は、古墳時代中期に築造された考古学的遺跡として、ほぼ完全な状態で現代まで伝えられたものである。長い歴史の中で、一部の墳丘や濠については、山城（砦）やため池といった、本来の目的以外に使用されたものもあるが、古墳のデザイン・材質・内部施設等は、ほぼ原形のまま保たれている。また、近代以降、部分的に修繕が行われた古墳もあるが、本来の姿に十分な配慮がなされている。



百舌鳥古墳群


宮内庁によって三基が天皇陵に、二基が陵墓参考地に、十八基が陵墓陪冢に治定されている。かつては百基を上回る古墳があったが、第二次世界大戦後に宅地開発が急速に進んだため、半数以上の古墳が破壊されてしまっている。
















定の山古墳



定の山古墳（じょうのやまこふん）は、大阪府堺市北区百舌鳥梅町一丁目にある古墳である。百舌鳥古墳群を構成する古墳の一つであり、巨大なニサンザイ古墳の北方約五百メートルの位置に存在する。 

墳丘の形状と規模

もともとは前方部を西に向けた「帆立貝形古墳（ほたてがいがたこふん）」、あるいは前方後円墳であったとされる。規模は以下の通りである。 

全長：六九メートル
後円部径：約五五メートル
後円部高さ：七メートル
前方部幅：三〇メートル 

現状と歴史的経緯

昭和三十年代までは、周濠（周囲の溝）の跡が水田の畦（あぜ）に明確に残っていた。しかし、昭和四十三年（一九六八年）に行われた土地区画整理事業の際、墳丘が大きく変形することとなった。 

現在は発掘調査の成果をもとに復元・保存され、「城の山公園」という名の古墳公園として整備されている。 

内部構造と出土品

これまでの調査により、墳丘からは葺石（ふきいし）や円筒埴輪列の存在が確認されている。また、前方部を削る工事の際、墳丘の中央付近から粘土の塊が発見されたため、ここに埋葬施設が存在していた可能性が指摘されている。 

出土品と埴輪の特徴

定の山古墳の主な出土品は、墳丘の斜面を覆っていた葺石（ふきいし）と、周囲に並べられていた円筒埴輪（えんとうはにわ）である。これらの埴輪の調査から、以下の具体的な特徴が判明している。 

出土した円筒埴輪は、底部が高く、外面に特定のハケ目（ヨコハケ）が施されている。この特徴から、考古学上の区分で「Ⅳ期三段階（五世紀後半）」に築造された古墳であることが裏付けられている。 

埋葬施設の痕跡：前方部を削る工事の際、墳丘中央から「粘土の塊（粘土槨の可能性）」が発見された。これは内部に木棺を納め、その周囲を粘土で覆って密封した日本独自の埋葬スタイルを物語る重要な物証である。 

百舌鳥古墳群および巨大古墳との関連性

定の山古墳は、単独で存在するのではなく、百舌鳥古墳群の巨大古墳を頂点とした政治的・経済的なピラミッド構造の中に組み込まれていたと考えられている。 

ニサンザイ古墳との密接な絆（工人の移動と生産体制）

近年の考古学的研究により、定の山古墳の埴輪は、わずか五〇〇メートル南方に位置する巨大前方後円墳「ニサンザイ古墳」の埴輪と極めて酷似していることが判明した。これは、定の山古墳の埴輪がニサンザイ古墳の造営を支えた巨大な埴輪生産組織（土師氏などの工人集団）によって一体的に作られたか、あるいは同じ職人集団が移動して作ったことを示している。 

巨大古墳を支えた「中・小規模墳」としての役割

百舌鳥古墳群は、大仙古墳（仁徳天皇陵）やニサンザイ古墳といった日本最大級の首長墓を中核として、その周囲に様々な規模の古墳が集中して築かれている。定の山古墳のような墳丘長七〇メートルクラスの帆立貝形古墳は、最高権力者（大王）の傍らに位置し、その政権を中枢で支えた有力な一族や、大王に仕えた近臣の墓であった可能性が極めて高い。 

他地域（大和）との政治的交渉

定の山古墳に埴輪を供給した生産体制は、遠く離れた奈良盆地（大和）の「石光山古墳群」などとも工人の移動や技術的な繋がりが確認されている。当時の百舌鳥古墳群を舞台にした中央王権の勢力が、単に難波の海を臨む地域開発だけでなく、畿内全域におよぶ広範な政治的ネットワークの要であったことを間接的に証明している。 


















































百舌鳥八幡宮



都市の喧騒がふと途切れ、深い緑の静寂が広がる場所がある。大阪府堺市に鎮座する百舌鳥八幡宮だ。

一歩足を踏み入れれば、樹齢八〇〇年を超えるという巨大なクスノキが、まるで時を止めたかのように枝葉を広げている。

ここは単なる地域の守り神ではない。はるか五世紀の古代王権の息吹を今に伝える「百舌鳥古墳群」と、分かちがたく結ばれた歴史のタイムカプセルである。 

神社と古墳群との関係性

この二つの関係性を紐解く鍵は、この地に祀られた神々と、すぐ傍らに横たわる巨大な前方後円墳にある。

百舌鳥八幡宮の主祭神は、八幡大神こと応神天皇である。社伝によれば、その母である神功皇后が三韓征討の帰途、この百舌鳥の地に天下泰平を願う誓願を立てたことに始まり、後に欽明天皇の時代に社殿が築かれたという。

ここで興味深いのは、本殿のすぐ西側にある若宮社に、応神天皇の子である仁徳天皇が奉られている点だ。 

仁徳天皇といえば、誰もが思い浮かべるのが世界最大級の墳墓「仁徳天皇陵古墳（大仙古墳）」だろう。

百舌鳥八幡宮は、この仁徳天皇陵をはじめとする四〇基以上の巨大古墳群のまさに中心に位置している。古代の王たちが眠る広大な聖域を包み込むようにして、この神社は歴史を重ねてきた。 

さらに、古墳と神社の結びつきを決定づけるのが、神社のすぐ西隣に位置する「御廟山（ごびょうやま）古墳」の存在である。

墳丘長約二〇三メートルに及ぶこの前方後円墳は、実は応神天皇を現在の古市古墳群（誉田御廟山古墳）へ埋葬する前の「初葬の地」であったという伝承を持つ。

江戸時代まで、この御廟山古墳は百舌鳥八幡宮の「奥の院」として崇められ、人々は濠越しに手を合わせていた。つまり、古墳そのものが神社の神聖な一部であり、信仰の対象そのものだったのだ。 

かつて、この地は「万代（もず）」と呼ばれていた。幾万年の後まで人々を守るという神功皇后の誓いに由来するその名は、時代を経て現在の「百舌鳥」という文字へと変わった。

地名が変わり、神仏習合の荒波や戦火を経て周囲の風景が都市へと変貌しても、神社と古墳群が織りなす空気感だけは変わらない。 

秋になれば、旧暦の中秋の名月に合わせて「月見祭」が盛大に執り行われる。氏子たちが担ぐ巨大な「ふとん太鼓」が、古代の王たちが眠る古墳の森のすぐ傍らを、地響きのような歓声とともに練り歩く。

それは、一五〇〇年以上前に築かれた巨大なモニュメントと、今を生きる人々の営みが交錯する、奇跡のような瞬間だ。 

百舌鳥八幡宮を訪れるということは、単に神社に参拝するということではない。それは、すぐ隣に眠る応神天皇や仁徳天皇の謎めいた古代ロマンへと繋がる、目に見えない一本の線を体感することなのである





























































































































御廟山古墳



日本の古代史が刻まれた百舌鳥・古市古墳群の中でも、ひときわ独特な存在感を放つのが御廟山古墳である。

大阪府堺市に位置するこの前方後円墳は、全長約二〇三メートルに及ぶ堂々たる規模を誇る。現在でこそ、世界文化遺産の一部として穏やかな静寂に包まれているが、その背後にある歴史的背景を紐解くと、古代日本の政治的激動と、陵墓をめぐる解釈の変遷という奥深いドラマが浮かび上がってくる。

本古墳が築造されたのは、五世紀中頃から後半にかけての時期と考えられている。この時代は、倭の五王が中国の南朝へ熱心に使者を送り、国内では大王（のちの天皇）を中心とする中央集権的な国家体制が急速に形作られつつある激動期であった。

百舌鳥古墳群にこれほど巨大な墳墓が次々と造営されたという事実は、当時のヤマト政権が有していた圧倒的な権力と、高度な土木技術を如実に物語っている。

墳丘から出土した円筒埴輪や家形埴輪などの遺物は、当時の葬送儀礼の華やかさと、被葬者の権威の大きさを今に伝える貴重な物証である。

しかし、御廟山古墳の歴史的背景をさらに興味深くしているのは、被葬者をめぐる「謎」と、近世から近代にかけて定着した歴史的な意味付けである。

現在、この古墳は宮内庁によって「百舌鳥陵墓参考地」に指定されており、第十五代応神天皇の皇子である「大山守皇子（おおやまもりのみこ）」の墓として管理されている。

記紀の伝承によれば、大山守皇子は父の死後、異母弟である額田大中彦皇子らと結んで皇位を奪おうと企てた人物である。しかし、いち早くその動きを察知したもう一人の異母弟、のちの仁徳天皇（大鷦鷯尊）の策謀によって宇治川で敗死へと追い込まれた。

敗者となった皇子の墓が、なぜこれほど巨大な前方後円墳として祀られているのか。ここに、歴史の重層的な意味が存在する。一説には、朝廷に対して反旗を翻した怨霊を鎮めるための「御廟」として、後世の人々が篤く祀ったことが、この古墳の「御廟山」という名の由来になったとも言われている。

非業の死を遂げた権力者を恐れ、同時に敬うことで社会の平穏を願うという、日本古来の信仰の形がこの地に投影されているのである。

一方で、現代の考古学的な視点からは、築造年代の矛盾なども指摘されており、本物の大山守皇子の墓であるか否かについては今なお議論が尽きない。だが、その真偽を超えて、御廟山古墳が持つ意味は色褪せることはない。

それは、勝者である仁徳天皇（大仙陵古墳）の陰に隠れがちな、古代の権力闘争に敗れ去った者たちの歴史を現代に伝える記念碑としての意味である。

整然とした美しい鍵穴型のシルエットは、単なる古代の王の栄華を示すだけでなく、国家の黎明期に繰り広げられた壮絶な人間模様や、敗者を包み込んできた人々の祈りの歴史を、静かに語り続けている。

周辺に広がる巨大古墳群との共通点

世界文化遺産に登録されている百舌鳥古墳群は、東西南北に約四キロメートルにわたって広がる一大墳墓地帯である。そのほぼ中央に位置する御廟山古墳は、周囲の巨大古墳と密接なネットワークを形成している。 

一. 周辺巨大古墳との位置関係

御廟山古墳の最大の特徴は、百舌鳥古墳群の「重心」とも言える中央エリアを占めている点にある。

大仙陵古墳（伝仁徳天皇陵）やその他古墳群との関係

日本最大の前方後円墳である大仙陵古墳は、御廟山古墳から見て北西の至近距離に位置する。地形的には、御廟山古墳からなだらかに下る大地の先に大仙陵古墳が構える形となる。

群内第三位の規模を誇る履中天皇陵は、御廟山古墳の南西に位置する。群内第二位の規模を持つニサンザイ古墳は、御廟山古墳から見て南東に位置する。御廟山古墳は、これら群内トップスリーの超巨大前方後円墳（大仙陵、ニサンザイ、履中）に囲まれるように、中央の要衝に鎮座している。 

二. 構造や造営技術における共通点

規模の大小（大仙陵古墳の全長約四八六メートルに対し、御廟山古墳は約二〇三メートル）はあるものの、基本設計や造営に用いられた技術には高い共通性が見られる。 御廟山古墳も大仙陵古墳と同様に、墳丘が三段に高く築き上げられている。これは当時の最高格式の王墓にのみ許された極めて贅沢な構造である。 

「造り出し」の存在

前方部と後円部が交わる「くびれ部」には、御廟山古墳にも両側に「造り出し」と呼ばれる四角い舞台のような空間が設けられている。ここでは、大仙陵古墳などと同じく、葬送儀礼や祭祀が行われたと考えられている。 

盾形の周濠と葺石・埴輪

古墳の周囲には盾形の美しい濠（ほり）が巡らされており、近年の調査では斜面を覆う葺石（ふきいし）や、テラスに隙間なく並べられた円筒埴輪が確認されている。これらの配置パターンは、大仙陵古墳をはじめとする百舌鳥古墳群の大型前方後円墳の標準仕様と一致する。 

三. 主軸の方位に見る「水系」の共通点

興味深い共通点として、古墳の向き（主軸）が挙げられる。多くの巨大古墳が南を意識して造られている中、御廟山古墳は「前方部を西」に向け、主軸を東西方向に置いている。

百舌鳥古墳群内では、いたすけ古墳や長塚古墳、そして南東のニサンザイ古墳などが同じく西を向く主軸を取っている。これらは、かつてこの地を流れていた百済川・百舌鳥川の水系に沿って配置されていることが分かっている。 

当時の人々にとって、川を往来する船からの「見映え（眺望）」を意識し、自らの権威を最も美しく誇示できる方角として、意図的に向きを揃えて設計されたという共通の政治的演出が見て取れる。






























































履中天皇陵古墳



巨大マウンドが語る、もう一つの「始まり」

大阪府堺市の街並みに、突如として現れる深い緑の鍵穴。世界文化遺産「百舌鳥・古市古墳群」の構成資産である履中天皇陵古墳（石津ヶ丘古墳）は、全長約三六五メートルを誇る日本第三位の巨大前方後円墳である。

教科書で誰もが目にする仁徳天皇陵（大山古墳）の陰に隠れがちだが、この古墳が持つ歴史的意義は極めて重い。それは、単に「三番目に大きい」という数字の記録にとどまらず、倭国という古代国家がまさに形作られていく激動の瞬間を、現代に伝えるタイムカプセルだからである。

考古学が暴いた「父と子の逆転」

この古墳の歴史的意義を語る上で、最もエキサイティングなのは「築造年代の謎」である。『日本書紀』などの文献上では、履中天皇は仁徳天皇の息子（第一皇子）とされている。しかし、現代の考古学が導き出した答えは違っていた。

古墳から出土した円筒埴輪などの緻密な分析により、履中天皇陵は五世紀初頭に造られたことが判明している。一方で、父であるはずの仁徳天皇陵は五世紀半ばの築造と推定されているのだ。

つまり、「子の墓のほうが、父の墓よりも古い」という、文献と考古学的事実のねじれが生じている。この事実は、かつて宮内庁が指定した「陵墓」の比定が、必ずしも実際の被葬者と一致しない可能性を浮き彫りにした。

それと同時に、百舌鳥エリアにおける巨大古墳の造営が、この履中天皇陵からスタートしたという「記念碑的最初の一歩」であることを物語っている。

瀬戸内を睨む、王権のデモンストレーション

履中天皇陵が造られた五世紀という時代、日本列島はダイナミックな変革期にあった。大陸や朝鮮半島との外交・交易が活発化し、先進的な文化や鉄製品が次々と流入していた時代である。

古代の政治の中心地であった大和（奈良）からではなく、海に近い大阪（百舌鳥・古市）にこれほどまでの巨大墳墓が築かれた理由が、ここにある。瀬戸内海から大阪湾へと進んでくる東アジア諸国の使節団に対し、最初に姿を現すのがこの百舌鳥の巨大古墳群であった。

彼らは船上から、民家を見下ろすようにそびえ立つ、白く輝く葺石と無数の埴輪に彩られた履中天皇陵を目にしたはずだ。

「我が国には、これほどの土木技術と、民を動員できる圧倒的な権力がある」という、無言の対外デモンストレーションである。履中天皇陵は、倭国が国際社会へ向けて放った、強烈な自己主張のシンボルだったと言える。

列島を揺るがした、首長たちの連合の証

もう一つ見逃せない意義が、地方豪族とのつながりである。実は、この履中天皇陵とほぼ同時期・同規模で造られた巨大古墳が、遠く離れた岡山県に存在する。それが「造山古墳」（国内第4位）である。

当時の吉備（岡山）地方の首長が、中央の王権に匹敵するほどの力を持ち、なおかつ緊密な技術的・政治的連携をとっていたことをこの二つの古墳は示している。

単一の絶対的な「天皇」がすべてを支配していたのではなく、各地の有力な首長たちが連合し、時には競い合い、時には協力しながら「日本」という国家の枠組みを作っていったプロセスが、このマウンドの巨大さの中に刻まれている。

静寂のなかに息づく歴史の胎動

現代の履中天皇陵は、水鳥が遊び、周囲を住宅街に囲まれた静かな空間である。しかし、ひとたびその歴史のディテールに目を凝らせば、一六〇〇年前の東アジアの荒波と、国家誕生に血を滾らせた古代人たちの息遣いが聞こえてくる。

仁徳天皇陵の影に隠れた「三番目の巨大古墳」は、実は文献の限界を教え、国際社会へ向けた王権の野心を証明し、列島の豪族たちのネットワークを物語る、第一級の歴史の証言者なのである。





















































仁徳天皇陵




仁徳天皇陵（大仙古墳）の文明史的視座

●　三つの文明、三つの終着点

世界三大墳墓と呼ばれるクフ王のピラミッド、秦の始皇帝陵、そして日本の仁徳天皇陵（大山古墳）。これらはすべて、紀元前のエジプト、古代中国、そして五世紀の倭国という、異なる時空で咲き誇った文明の頂点が遺した記念碑である。

しかし、その構造を比較してみると、そこには驚くほど対照的な思想と特異性が隠されている。それは単なる形状の違いではない。死というものに対する畏怖、そして王権が目指した「永遠」のあり方の違いそのものなのだ。

■　天へ昇る石、地下へ潜る都市

エジプトのクフ王のピラミッドが目指したのは、文字通りの「天への階梯（かいてい）」であった。砂漠の乾燥した大地に、二百万個を超える巨石を天高く積み上げる。

その特異性は、極限まで計算された幾何学的な「三次元の垂直性」にある。内部には精緻な通路や玄室が設けられているが、外観は無機質で、不変のシンボルとして砂漠の中に屹立する。それは、太陽神へと近づこうとする、むき出しの結晶体である。

これに対して、中国の始皇帝陵が目指したのは「地下の永遠の帝国」であった。広大な陵墓の地下には、水銀の川が流れ、天宮を模した天井が広がるという巨大な宮殿が文字通り埋め尽くされている。

あの兵馬俑（へいばいよう）が証明するように、始皇帝は生前の支配空間をそのまま地下に再現しようとした。その特異性は、強大な中央集権国家の権力をそのまま地下に封じ込めた「閉ざされたリアリズム」にある。

外見はただの巨大な山（丘陵）に見えるが、その本質は地中の奥深くへと向かう内向的なエネルギーなのだ。

■　大地を包み込む「水平の美学」

では、これら二つと比べたとき、仁徳天皇陵の構造的な特異性はどこにあるのだろうか。一言で表現するならば、それはピラミッドのような垂直性でも、始皇帝陵のような地下への潜行でもない、大地を優美に浸食していく「二次元の水平性と調和」である。

まず目を引くのは、前方後円墳という日本独自の造形美だ。円と四角形を組み合わせたこの形は、上空から見て初めてその完璧な幾何学模様を現す。ピラミッドが「点」として天を突き、始皇帝陵が「点」として地を穿つとするならば、仁徳天皇陵は広大な大阪平野の「面」を支配するように広がっている。

さらに決定的な違いは、「水」と「緑」の存在である。ピラミッドや始皇帝陵が、乾燥した大地や人工的な土の山として周囲の自然から峻別されているのに対し、仁徳天皇陵は三重の広大な濠（ほり）に満々と水を湛えている。

この濠は、聖域を俗世から隔てる境界線であると同時に、巨大な墳丘をまるで水面に浮かぶ緑の島のように見せる演出効果を果たしている。

建築された当時、墳丘は白い葺石で覆われ、円筒埴輪が整然と並ぶ、極めて人工的で荘厳な建造物であった。しかし、時を経るにつれて、その人工物は周囲の自然を吸い込み、豊かな森へと姿を変えた。

自然をねじ伏せるのではなく、水や植物という自然のサイクルを構造そのものに取り込み、最終的には自然の一部として一体化していく。この「自然との同化」こそが、世界の他の巨大墳墓には絶対に見られない、日本特有の構造的特異性であり、美意識の極致なのだ。

■　永遠の定義の違い

クフ王は石という「劣化しない物質」によって不変の永遠を求めた。始皇帝は地下の宮殿という「目に見えない空間」に権力を凍結させた。そして倭国の大王は、水に囲まれた前方後円墳という「生きて変化し続ける自然」の中に、自らの魂を融け込ませた。

仁徳天皇陵の前に立つとき、私たちはピラミッドのような威圧感や、兵馬俑のような生々しい恐怖を覚えることはない。そこにあるのは、豊かな水を湛えた濠と、静かに揺れる深い森の静寂だ。

自然の営みと同化することで、一千六百年の時間を軽々と飛び越えてみせる構造的知恵。それこそが、世界三大墳墓の中で、この緑の鍵穴が放つ唯一無二の偉大さなのである。

仁徳天皇陵の歴史的背景

■　緑の鍵穴が語るもの

大阪平野を上空から見下ろすと、都会の喧騒の中に突如として巨大な、そしてあまりにも美しい緑の「鍵穴」が現れる。仁徳天皇陵（大山古墳）である。

クフ王のピラミッド、始皇帝陵と並び、世界三大墳墓の一つに数えられるこの巨石と土の記念碑は、一千六百年の時を超えてなお、圧倒的な存在感を放ち続けている。

私たちが何気なく見上げるあの美しい森は、単なる古代の遺跡ではない。それは、日本という国家が産声をあげた「倭の五王」の時代を物語る、雄弁な歴史の証人なのだ。

■　激動の五世紀と、王権のシンボル

この巨大古墳が築かれた五世紀という時代は、日本列島が大きな変革期を迎えていた。大陸や朝鮮半島との交流が活発化し、鉄器や最先端の土木技術が次々と流入していた時代である。

当時の倭国（日本）の王たちは、東アジアの厳しい国際情勢の中で、自らの主権と強大な権力を誇示する必要があった。仁徳天皇陵のあの驚異的な規模は、決して一人の権力者のエゴだけで造られたものではない。

それは、国内外に対して「ここに並ぶもののない強力な王権が存在する」ということを証明するための、いわば国家的なデモンストレーションであったのだ。

百舌鳥・古市古墳群として世界遺産にも登録されたこの地には、当時の技術者たちが注ぎ込んだ情熱と、大陸渡来の高度な測量・土木技術の結晶が、そのまま地層となって眠っている。

■　誇るべき「偉大さ」の正体

仁徳天皇陵の偉大さを語るとき、私たちはその「大きさ」に目を奪われがちだ。墳丘長は約四八六メートル、三重の濠を含めた全長は約八四〇メートルに達する。

これほどの建造物を、重機もコンピュータもない時代に、すべて人の手と単純な道具だけで造り上げたという事実には、ただただ平伏するほかない。

しかし、この古墳の本質的な偉大さは、目に見える数字だけではない。かつて一五〇年前に確認された副葬品の数々や、緻密に計算された前方後円墳のデザインには、当時の日本人の精神性と卓越した美意識が宿っている。

さらに、文献に目を向けてみよう。『古事記』や『日本書紀』において、仁徳天皇は「民のかまど」の伝承で広く知られている。

民の貧しさを察して数年間税を免除し、自らの宮殿の屋根が破れても修理を拒んだというこのエピソードは、日本における「理想の君主像」として語り継がれてきた。

強大な権力を持ちながらも、その根本には民への慈愛があったとされる王。その王を祀るために築かれた巨大な墳墓。

この「圧倒的な権力」と「至高の徳」という一見矛盾する二つの要素が、あの緑豊かな鍵穴のなかに美しく調和している点にこそ、真の偉大さがあるのではないだろうか。

■　時を越えたメッセージ

現代を生きる私たちは、あの生い茂る木々の向こうに広がる「聖域」に直接立ち入ることはできない。しかし、だからこそ仁徳天皇陵は神秘的な魅力を失わず、人々の想像力を掻き立て続けている。

都会のコンクリートジャングルに囲まれながら、そこだけがぽっかりと古代の時間を保っているかのような佇まい。

それは、私たちがどこから歩んできたのか、そしてどのような文化の地層の上に立っているのかを、今も静かに問いかけている。あの緑の鍵穴は、過去と未来を繋ぐ、終わらない歴史の扉なのだ。

巨大古墳を支えた驚異の古代土木技術

■　大地を穿つ、計算された巨建築

現代のハイウェイや高層ビルを見慣れた私たちの前に、一六〇〇年前の土木技術の結晶が突きつけられる。

仁徳天皇陵（大山古墳）の前に立つとき、誰もが「どうやってこれほどのものを造ったのか」という純粋な驚きに捉われるはずだ。その裏側には、単なる人海戦術を超えた、驚異的な古代の科学と組織力があった。

当時の土木技術者たちは、まず広大な原野の水平を驚くべき精度で測り出した。水を利用した測量、あるいは夜間に篝火（かがりび）を焚いて見通す方法など、当時の最先端技術が駆使されたと考えられている。

三重の濠を掘り進めるなかで出た膨大な土砂は、そのまま中央の墳丘を高く積み上げるための資材へと転用された。無駄を極限まで省いた、実に見事な循環型のリサイクル工法である。

さらに、驚くべきは斜面の崩落を防ぐ「葺石（ふきいし）」の技術だ。墳丘の斜面は、気の遠くなるような数の礫石で覆われていた。その数、およそ五〇〇万個から七〇〇万個。

これらの石は近隣だけでなく、わざわざ淡路島などから船で運ばれたことが判明している。単に土を盛るだけでなく、雨風による侵食を防ぎ、かつ白く輝く壮麗な姿を維持するための、緻密な計算に基づいた建築デザインであったのだ。

この大事業にかかった期間と労力は、現代の試算でも目を見張るものがある。大林組が行った有名な文化財考証によれば、ピーク時には一日あたり最大二〇〇〇人が従事し、総投資人員は数百万人、完成までにはおよそ一五年以上の歳月が必要だったという。

これほどの規模の工事を長期間にわたって維持管理できたという事実そのものが、当時の王権が持っていた高度な物流網と、人々を統率する圧倒的な行政能力の存在を証明している。

■　「聖帝」の光と、漂う人間臭さ

一方で、この巨大なモニュメントに眠るとされる「仁徳天皇」とは、一体どのような人物だったのだろうか。

教科書に登場する彼は、自らの宮殿の雨漏りを省みず民の税を免除した「民のかまど」のエピソードに象徴されるように、慈愛に満ちた「聖帝（ひじりのみかど）」として描かれる。

しかし、古典のページをさらにめくっていくと、そこには教科書的な美談だけにとどまらない、実に人間味あふれる、時には苛烈な王の実像が浮かび上がってくる。

『古事記』や『日本書紀』が伝える仁徳天皇は、稀代の「艶福家（えんぷくか）」でもあった。多くの女性を愛そうとする天皇と、それを激しく嫉妬する皇后・磐之媛（いわのひめ）との間で繰り広げられた愛憎劇は、古代の宮廷文学の中でもとりわけ生々しい。

天皇が新しい妃（八田皇女）を迎えたことに激怒した皇后は、旅先から宮殿に戻ることを拒み、そのまま現在の奈良の地へ引きこもってしまったという。天皇は何度も使者を送り、自らも歌を詠んで機嫌を直そうと試みるが、皇后の怒りは容易には解けなかった。

民に対してはどこまでも優しく、国家のグランドデザインを描く大王が、一人の妻の嫉妬の前には文字通り形無しとなり、右往左往する。このギャップにこそ、古代の人々がこの大王に抱いていた親しみやすさと、生身の人間としての魅力が隠されている。

しかし、ただの情けない夫ではない。一歩宮廷の外へ出れば、治水や開墾を力強く推し進める冷徹なイノベーターとしての顔を覗かせる。難波の「茨田堤（まむたのつつみ）」の築堤や、「難波の堀江」と呼ばれる大規模な排水運河の掘削。

これらは日本史上最初期の広域開発事業であり、水害に悩まされていた大阪平野を、一大穀倉地帯へと生まれ変わらせる契機となった。

■　伝説と技術が交差する場所

慈愛の聖帝、激しい恋に身を焦がす一人の男、そして大地を改造する冷徹な技術官僚。仁徳天皇という存在にまとわりつく重層的な伝承は、どれか一つが偽りで、どれか一つが真実というわけではない。

それらすべてが混ざり合い、統合された姿こそが、五世紀という激動の時代を駆け抜けた「大王」の実像なのだろう。

そして、その多面的なリーダーシップの記憶が、あの四八六メートルの鍵穴という形になって今に伝わっている。緻密な土木技術によって築かれた巨大な墳墓は、民を愛し、大地を拓き、そして激しく生きた一人の王の、文字通りの「生きた証」なのだ。

























































































堺市博物館


堺市博物館は、市制九〇周年記念事業として昭和五五（一九八〇）年に開館している。生涯学習と市民文化の向上のため、堺市の歴史、美術、考古、民俗に関する博物館として、多くの資料を収集、保存、展示していている。

古代史のロマンを秘めた百舌鳥古墳群のほぼ中心にある大仙公園の広大で緑豊かな中に、博物館、堺市茶室、中央図書館、自転車広場、日本庭園、都市緑化センターなどが整備されている。

（関連ウェブより）




































































古市古墳群


古室山古墳（こむろやまこふん）

古室山古墳は、四世紀末から五世紀初頭頃に築造された墳丘長約一五〇メートルの前方後円墳である。世界文化遺産に登録された古市古墳群の中で最も早く造られた古墳の一つであり、大王墓である津堂城山古墳と同時期に成立した重要な歴史的背景を持つ。 

古市古墳群の形成初期に位置づけられる本古墳は、その歴史的背景として以下の点が挙げられる。

築造年代と位置づけ：

四世紀後半から五世紀初頭にかけて、ヤマト王権が河内平野へ進出し拠点とした時期に造られた。古市古墳群における最初期の大王墓である津堂城山古墳（墳丘長二〇八メートル）に次ぐ規模を誇り、群内でも最も早く築かれた古墳の一つである。 

墳丘の構造と特徴：

墳丘は三段に築かれており、表面には葺石が施され、円筒埴輪列や、家・盾・靫（ゆき）・冑（かぶと）などをかたどった形象埴輪が配置されていた。これは当時の豪族とヤマト王権との政治的な結びつきや、葬送儀礼の姿を現代に伝えている。 

埋葬施設と調査：

後円部墳頂には板状の石材が散在しており、竪穴式石槨が設けられていた可能性が高いと指摘されている。現在も墳頂まで登ることが可能であり、地域の歴史や古墳の構造を体感できる貴重な遺跡として国の史跡に指定されている。



































道明寺天満宮


道明寺と古市古墳群との関係性と歴史的背景

一. 両者を結ぶ鍵「古代豪族・土師氏」

道明寺と古市古墳群の最大の交差点は、古代の技術者集団であった土師（はじ）氏である。この地（現在の藤井寺市道明寺・土師ノ里周辺）は河内土師氏の本拠地であり、彼らは古墳づくりにおいて中心的な役割を果たしたのである。 

古市古墳群との関係：

土師氏は、四世紀後半〜六世紀前半にかけて巨大な古墳が次々と造られた際、その設計・施工・管理といった土木工事一切を担った有力集団であった。また、古墳に並べられる「埴輪（はにわ）」の製造や、葬送儀礼（お葬式）全般も統括していたのである。 

道明寺との関係：

古墳の時代が終わり仏教が伝来した七世紀（飛鳥時代）、土師氏は自らの本拠地に氏寺（一族の寺）として「土師寺（はじでら）」を建立したのである。この土師寺こそが、現在の道明寺の起源である。 

二. 歴史的背景と変遷

古墳時代から平安時代にかけて、この地域は以下のような歴史を辿って来たのである。

■ 古墳時代（四〜六世紀）：巨大古墳の造営

大和朝廷の最盛期、河内平野には応神天皇陵古墳をはじめとする巨大な前方後円墳が次々と造られた。土師氏はその高度な土木技術をもって古市古墳群の造営を先導し、一大勢力を築き上げたのである。

周辺からは、古墳の巨石を運ぶための木製のそり「修羅（しゅら）」や埴輪を焼いた窯跡（土師の里遺跡）が数多く見つかっている。 

■ 飛鳥・奈良時代（七〜八世紀）：仏教への傾倒と改姓

聖徳太子の仏教興隆の発願を受け、土師氏は一族の邸宅を寄進して「土師寺」を建てた。時代が下るにつれ、土師氏は「土木や葬送」のイメージから脱却を図るため、天皇から新たな姓を賜り、「菅原（すがわら）氏」や「大枝（おおえ）氏」などへ改姓していったのである。 

■ 平安時代（九〜十世紀）：「道明寺」の誕生と天満宮の創立

菅原氏からは、後に学問の神様となる菅原道真（すがわらのみちざね）が誕生したのである。土師寺には道真の伯母である覚寿尼（かくじゅに）が住んでおり、道真もたびたびこの地を訪れていた。道真が太宰府へ左遷される際にもここに立ち寄り、伯母との別れを惜しんだと伝わっている。 

道真の没後、彼の遺品を祀るために土師寺の境内に天満宮（現在の道明寺天満宮）が創建されたのである。これに伴い、土師寺は道真の幼名（あるいは号）である「道明」にちなんで「道明寺」と改称されたといわれている。 

三 明治以降から現代へのつながり

長らく神仏習合の広大な信仰拠点として同じ境内にあった道明寺と道明寺天満宮だが、明治時代の「神仏分離令」によって明確に分離されていく。現在、道明寺には国宝の十一面観音立像が安置されており、すぐ近くには土師氏が手がけた仲姫命陵古墳や古室山古墳などの古市古墳群が今も息づいている。 







































































道明寺境内にある木造の船様物体について












道明寺境内（正確には隣接する道明寺天満宮の境内）にある、一見すると「木造の船」や「丸木舟」のように見える巨大な木造の物体は、船ではない。

これは古墳時代に巨石を運ぶために使われた巨大な木製のそり、「修羅（しゅら）」の復元レプリカである。

船に酷似した外観を持つが、古代の土木技術の粋を集めた非常に重要な道具である。この「修羅」にまつわる歴史と背景は以下の通りである。

■. 「修羅（しゅら）」の概要

古墳を造る際、数トンから数十トンにも及ぶ巨大な石（石室や石棺の材料）を山から切り出し、建設現場まで運ぶ必要があった。重機のない時代、その巨石を載せて大勢の人々で引っ張るために使われたソリ（木製運搬具）が修羅である。

二股に分かれた頑丈な1本の天然木を加工して造られており、そのなだらかな曲線を持つV字（あるいはY字）の形状が、現代の目には「丸木舟」や「船の船首」のように映る。

■. 道明寺天満宮に存在する理由

道明寺天満宮のすぐ近く（氏地内）にある古市古墳群の「三ツ塚古墳」の周濠（お堀）から、水漬けの状態で腐食を免れた大小二基の修羅がほぼ完全な形で出土した。これは古代の土木技術を解き明かす歴史的大発見として、当時大きなニュースとなった。

宮大工の棟梁による復元：

出土した実物をもとに、「当時の技術で本当に巨石が運べたのか」を検証する実験考古学のプロジェクトが立ち上がった。この際、法隆寺の解体修理などで知られる伝説の宮大工・西岡常一（にしおかつねかず）棟梁の手によって、実物大の「復元修羅」が製作された。

実験後の寄贈：

実際に巨石を載せて大勢で引っ張る牽引実験が行われた後、この復元修羅が藤井寺市に寄贈され、ゆかりの深い道明寺天満宮の境内に保管・展示されることとなった。

■. 展示されている修羅の見どころ

境内に展示されている復元修羅（大）は、長さ約八.八メートル、幅約一.八メートルにおよぶ圧倒的なスケールを誇る。

実物の大修羅は国の重要文化財に指定されており、現在は大阪府立飛鳥博物館（大阪府河南町）に保管・展示されている。

しかし、道明寺天満宮の境内にあるレプリカは、かつて土師氏がこの地で巨大な木を削り、古墳造りに奔走していた当時の「生々しいサイズ感と迫力」を屋外の空気の中で間近に体感できる貴重なスポットとなっている。





白鳥稜（ヤマトタケル？）


近隣の古市古墳群（誉田御廟山古墳など）との関係性

■　巨大なる王墓の影で――白鳥陵と古市古墳群のダイナミズム

白鳥陵古墳（軽里大塚古墳）を真に理解するためには、それを単体として見るのではなく、周囲に広がる「古市古墳群（ふるいちこふんぐん）」という巨大なモニュメント群のなかに置いて眺めなければならない。

大阪平野の東南部に位置する古市古墳群は、隣接する百舌鳥古墳群（堺市）とともに世界文化遺産に登録されている、日本屈指の巨大古墳地帯である。そこには、四世紀末から六世紀前半にかけて、当時の倭（ヤマト）王権の頂点に君臨した大王（天皇）やその一族の墓がひしめき合っている。

この巨大な「死者の都」のなかで、白鳥陵はどのような位置を占め、近隣の王墓――とりわけ日本第二位の規模を誇る誉田御廟山古墳（応神天皇陵）など――とどのような関係を結んでいたのだろうか。そこには、古代の政治権力の変遷と、一族の序列を示す冷徹な「空間の政治学」が存在した。

■　誉田御廟山古墳という「圧倒的な中心」

古市古墳群の景観において、絶対的な中心として君臨しているのが、墳丘長約四二五メートルを誇る「誉田御廟山古墳（こんだごびょうやまこふん＝応神天皇陵）」である。

この古墳が築かれた五世紀前半は、倭の五王が中国の南朝へ熱心に使節を送っていた「河内王朝」の最盛期にあたる。圧倒的な労働力と最新の土木技術を投入して築かれたこの大前方後円墳は、文字通り当時の王権の権力のシンボルであり、この地域のランドマークであった。

白鳥陵（軽里大塚古墳）が築かれたのは、この誉田御廟山古墳から数十年ほど後、五世紀後半のことである。白鳥陵の規模は墳丘長約二〇〇メートル。一般的に見れば十分に巨大な古墳であるが、誉田御廟山古墳の「半分以下」のサイズに抑えられている。

古代の古墳づくりにおいて、その「大きさ」は被葬者の社会的地位や権力の大きさを表す。すなわち白鳥陵の被葬者は、応神天皇クラスの「大王そのもの」ではなく、大王を支えた有力な皇族、あるいはそれに準ずる最高権力者層であったことを、そのサイズ差が雄弁に物語っている。

■　「前方部」の肥大化が語る時代の変化

しかし、単に「小ぶりになった」わけではない。白鳥陵には、誉田御廟山古墳の時代から進化した、五世紀後半特有の最新トレンドが反映されている。それが「前方部の圧倒的な巨大化」である。

誉田御廟山古墳をはじめとする五世紀前半までの古墳は、丸い「後円部」が高く、そこが埋葬の主たる中心であった。しかし、白鳥陵の時代になると、四角い「前方部」の幅が著しく広がり、高さも後円部に匹敵するようになる。

この形状の変化は、古墳の機能の変化を示しているとされる。後円部という「隠された埋葬の場」から、広大な前方部という「多くの人々を前にして、王権の継承や儀礼を派手に行う舞台」へと、古墳の役割がシフトしていったのだ。

白鳥陵は、古市古墳群のなかでもこの「ステージ型古墳」の完成形に近い特徴を持っており、先行する誉田御廟山古墳の伝統を受け継ぎつつも、新しい時代の政治スタイルを提示している。

■　古市古墳群の勢力図と「軽里」の地

もう一つ重要なのは、配置（ロケーション）の妙である。古市古墳群の大型古墳は、北から南へと時代を追うように築造の中心的エリアが移動していく傾向がある。

白鳥陵があるのは、古墳群のなかでもやや南西寄りのエリアだ。ここには、白鳥陵とほぼ同規模（約二〇〇メートル）で同時代の「墓山古墳」や、やや小ぶりの古墳が点在している。

学界の一部では、この白鳥陵（軽里大塚古墳）の周辺エリアを、当時の王権を支えた有力豪族「中臣氏（なかとみうじ）」や、あるいは大王家から派生した有力な別支族の墓域とみる説もある。

応神天皇陵という絶対的な太陽のような存在の周囲に、それぞれの役割や血縁の近さに応じて、整然と星々のように配置された巨大古墳たち。白鳥陵もまた、その緻密な統治ネットワークの一翼を担う存在として、この地を選んで築かれたのである。

物質のネットワークが、神話のネットワークへ

考古学の文脈では「大王と、それを支えた有力皇族・豪族の秩序ある墓」として並び立つ誉田御廟山古墳と白鳥陵。しかし興味深いことに、後世の『記紀』神話の世界においては、この二つの関係性はまったく異なる形で結ばれることになる。

神話において、白鳥陵に祀られるヤマトタケルは「応神天皇の祖父」にあたる人物である。悲劇の死を遂げた祖父（ヤマトタケル）の魂が白鳥となって舞い降りた地と、その孫であり、大和朝廷の黄金期を築いた偉大なる大王（応神天皇）が眠る地。この二つの巨大な丘が、わずか一キロメートルほどの距離を置いて隣り合っているという事実は、中世から江戸時代の人々にとって、単なる偶然とは思えなかったはずだ。

人々は、古市古墳群という圧倒的な「物質の遺産」を前にしたとき、そこに流れる血脈と神話のつながりを直感的に読み取った。巨大な応神天皇陵の傍らに、寄り添うように佇む美しい白鳥陵。その配置の妙こそが、のちにこの古墳が「ヤマトタケルの白鳥の終着駅」として選ばれる最大の歴史的説得力となったのである。

翼をもった英雄の終着点――白鳥陵をめぐる歴史的背景

静寂な水面を湛えた濠の向こうに、こんもりとした緑の丘が浮かんでいる。現代の住宅街のただ中に突如として現れる異空間に、誰もが奇妙な郷愁を覚えるに違いない。

宮内庁によって「景行天皇皇子日本武尊白鳥陵」と治定されたこの場所は、単なる古代の巨大建造物という枠組みを越え、日本人の精神史に息づく壮大な神話の終着点である。

白鳥陵の歴史的背景を紐解くとき、私たちは考古学という「物質の歴史」と、神話という「記憶の歴史」の二つの光に照らされることになる。

魂が白鳥となった神話の背景

『古事記』や『日本書紀』が伝えるところによると、景行天皇の皇子であるヤマトタケル（日本武尊）は、父の命を受けて西征・東征へと赴き、大和朝廷の国土拡張に多大なる貢献を果たした英雄であった。

しかし、その最期はあまりに孤独で悲劇的である。近江の伊吹山の神との戦いで病を得た彼は、大和の地を踏むことなく、伊勢国の能褒野（現在の三重県亀山市）で身罷ってしまう。

しかし、物語はそこでは終わらない。彼の亡骸を葬った陵墓から、一羽の巨大な白鳥が飛び立ったのである。残された后や皇子たちが、足の痛みを忘れて泥にまみれながらその鳥を追う姿は、古代文学のなかでも屈指の哀切さを誇る一幕だ。

白鳥はまず大和の琴弾原（奈良県御所市）に降り立ち、次いで河内の古市（大阪府羽曳野市）へと舞い降りた。そして最後に、再び天高く翔け上がって消え去ったという。

このとき、人々が「ただ衣冠だけを葬った」として築かれたのが、各地の「白鳥陵（白鳥三陵）」の由来である。羽曳野（はびきの）という地名自体、白鳥となった彼が「羽を曳くように」飛び去ったという伝説に根ざしている。

考古学が語るもう一つの真実

一方で、現代の考古学的な視点から白鳥陵（軽里大塚古墳）を眺めると、異なる歴史的背景が浮かび上がってくる。この古墳は、墳丘長約二〇〇メートルを誇る、古市古墳群のなかでも有数の前方後円墳である。

注目すべきは、その形状だ。後円部に比べて前方部が異様に発達しており、幅が約一六五メートルと著しく広い。こうした特徴や出土した埴輪の様式から、この古墳の築造年代は「五世紀後半」と推定されている。

ここで、歴史のタイムラグが生じる。神話におけるヤマトタケルの活躍期は、一般的に四世紀前半頃の時代背景を投影していると考えられているからだ。もし彼が実在の人物であったとしても、五世紀後半の巨大古墳に眠っているとは考えにくい。

すなわち、考古学的にはこの地は「ヤマトタケルの真の墓」ではなく、当時の有力な王族、あるいは河内政権の要人が埋葬された場所である可能性が極めて高いとされている。

伝説と実在を結ぶ「竹内街道」

では、なぜこの五世紀後半の古墳が、ヤマトタケルの白鳥陵として結びつけられたのだろうか。その鍵は、古墳のすぐ北側を走る「竹内街道（大道）」にある。

竹内街道は、大和と河内、さらには難波の海を結ぶ日本最古の官道であり、当時の国際交通・物流のメインストリートであった。この街道を行き交う人々は、否応なしにこの壮大な前方後円墳を目にすることになる。

激動の時代を生き、非業の死を遂げた英雄の魂が、自らの故郷である大和へと帰る道筋――それを示すルートとして、この交通の要衝にそびえる大古墳ほどふさわしいシンボルはなかったのだろう。

後世の人々は、実在の巨大なモニュメントに神話の記憶を重ね合わせることで、悲劇の英雄を文字通り「不滅の存在」へと昇華させたのである。

江戸時代の修陵と宮内庁の治定

時代が下り、江戸時代に入ると、知識人たちの間で「国学」が盛んになり、神話に登場する天皇や皇族の墓を特定しようとする「修陵事業」が熱を帯びるようになった。その過程で、この軽里大塚古墳（あるいは一時期は近くの峯ヶ塚古墳など）がヤマトタケルの白鳥陵であるという考証が重ねられていった。

そして明治政府のもと、皇室の正統性を強調する国家政策の一環として、この地は正式に「日本武尊白鳥陵」として指定され、現在の宮内庁による徹底した管理体制が敷かれることとなった。現代において私たちが一歩も中へ立ち入ることができない「禁足地」としての静寂は、この近代の歴史的背景によって形作られたものである。

白鳥稜が継承するものとは

考古学的な事実が神話を否定したからといって、白鳥陵の価値が損なわれるわけではない。むしろ、数百年もの間、人々がこの丘を見上げて「ここにあの英雄の魂が舞い降りたのだ」と信じ、語り継いできたという事実そのものが、何よりも重い歴史の厚みを生み出している。

古代の王が残した政治的なモニュメントが、いつしか国家を背負って傷ついた男のコンフォート・ゾーン（安息の地）へと物語を変えた。

夕暮れ時、竹内街道から白鳥陵の濠に映る影を見つめていると、神話と歴史が交差する結び目に立ち会っているような、不思議な静けさに包まれるのである。






















































白鳥神社



白鳥が舞い降りた地

大阪の南部に広がる旧河内国、現在の羽曳野市。この地を歩くと、どこか遠い神話の時代の息吹が風に混じって聞こえてくるような錯覚を覚える。

その中心に静かに佇むのが、白鳥神社である。この神社が背負う歴史的背景は、一人の英雄の死と、その後に残されたあまりにも美しい伝説によって彩られている。

神社の起源を紐解くには、日本神話の壮大な英雄、日本武尊（ヤマトタケルノミコト）の物語まで遡らねばならない。

東国平定の旅の途上、伊吹山の神との戦いで病に倒れた尊は、故郷の大和を目指しながらも、三重の能褒野（のぼの）でついにその激動の生涯を閉じる。しかし、彼の物語はそこでは終わらなかった。

尊の魂は一羽の巨大な白鳥へと姿を変え、夕暮れの空へと羽ばたいたのである。白鳥は故郷の空を巡るように飛び、やがて大和の琴弾原（ことひきはら）を経て、ここ河内の古市（ふるいち）の地に舞い降りた。

人々は、その白鳥が降り立った場所に崇廟を建て、尊の霊を祀った。これが、白鳥神社の始まりとされている。

「羽曳野」の地名に刻まれた記憶

「羽曳野」という美しい地名そのものが、この白鳥神社の歴史と深く結びついていることは興味深い。古事記や日本書紀の記述によると、河内に降り立った白鳥は、やがて再び天空へと舞い上がり、天高く飛び去っていった。

その際、白鳥が羽を長く「曳く」ようにして飛び去ったという情景から、この一帯は「羽曳野」と呼ばれるようになった。

神社が位置する古市古墳群の周辺は、かつて政治と文化の中心地であった。白鳥神社のすぐ近くには、日本武尊の墓とされる「河内白鳥陵（しらとりのみささぎ）」がある。

巨大な前方後円墳が点在するこの地で、神社の存在は単なる地域の信仰拠点を越え、国家の黎明期における王権の記憶を象徴するトポス（場所）として機能してきたのである。

時代を越えて受け継がれる祈り

中世から近世にかけて、河内国は幾度となく戦火に見舞われた。白鳥神社もまた、時代の荒波と無縁ではいられなかった。

しかし、武家からも崇敬を集め、とりわけこの地を領した平氏や、のちの武士たちにとっても、武勇の神である日本武尊を祀るこの社は特別な聖域であり続けた。

江戸時代に入ると、神社は社殿の再建などを経て、地域の人々の生活に密着した「氏神」としての性格を強めていく。

白鳥がもたらした平和と平穏への祈りは、日々の豊作や家族の安全を願う庶民の信仰へと形を変え、現代まで脈々と受け継がれてきた。

現在の境内は、周囲の喧騒を忘れさせるほど静謐な空気に満ちている。鳥居をくぐり、木々の葉が擦れ合う音を聞いていると、千年以上の時を越えて、かつてこの地を包んだ神話の世界が、今も地層の奥深くに息づいているのを感じる。

河内の白鳥神社は、一人の英雄の魂が最後に羽を休め、そして永遠の神話へと昇華した、記憶の止まり木なのである。


















































墓山古墳












時の彼方に浮かぶ巨大な影

大阪平野の南部に広がる古市古墳群。その喧騒に紛れるようにして、静かに、しかし圧倒的な存在感を放つ巨大な前方後円墳がある。それが墓山古墳である。

現代の住宅街や公共施設に隣接しながらも、そこだけが周囲から隔絶された深い緑に包まれている。その姿は、まるで五世紀という古代の時間をそのまま閉じ込めたタイムカプセルのようだ。

陪塚という名の「大王級」の謎

歴史の教科書を開けば、この古墳は日本で二番目の規模を誇る誉田御廟山古墳（応神天皇陵）の「陪塚（ばいちょう・大型古墳に付き従うように築かれた古墳）」として位置づけられている。

宮内庁の治定もそれに倣っている。しかし、墓山古墳の全長は二二五メートルに達する。地方に赴けば、これ単体で一国を統べる大首長の墓として崇められるほどの、破格のスケールである。

ここに、一つの歴史的背景が浮かび上がる。大王に寄り添うように造られた墓でありながら、なぜこれほどまでに巨大でなければならなかったのか。

それは、当時のヤマト王権が単一の絶対的な権力者によって支配されていたのではなく、極めて強力な複数の有力豪族や王族たちの連合体であったことを雄弁に物語っている。

被葬者の名は定かではないが、大王の側近として軍事や外交を司り、国家の土台を支えた実力者であったことは間違いない。

周辺の輝きが映し出す、緊迫の東アジア情勢

墓山古墳の真の歴史的価値は、その周囲に配されたさらに小さな陪塚たちの存在によって、より鮮明となる。とりわけ、隣接する野中古墳の発掘調査は、古代日本の国際環境を紐解く大きな鍵となった。

野中古墳からは、大量の鉄製甲冑や武器、そして朝鮮半島（伽耶地域）からもたらされた土器が整然と出土したのである。これは、墓山古墳に眠る首長が、朝鮮半島との激しい交渉や軍事同盟を直接コントロールしていた証拠にほかならない。

五世紀の日本は、大陸の進んだ鉄文化や技術を熾烈に求め、海を渡って交渉を重ねていた。墓山古墳の主は、その最前線に立ち、大陸からの富と技術をヤマトの地に引き込んだ「仕掛け人」だったのだろう。

世界遺産として未来へ紡ぐ記憶

「墓山」という、直截的でどこか寂寥感を漂わせる名は、中世以降にその周辺が墓地として利用されたことに由来するという説がある。長い歳月のなかで、古墳はただの小山と見なされ、人々の生活のなかに溶け込んでいった。

しかし、一度その森に目を凝らせば、そこにはかつて日本という国家が形作られていった時代の、熱いダイナミズムがそのまま息づいている。

現在、この古墳は「百舌鳥・古市古墳群」の一部として、ユネスコの世界文化遺産に登録されている。それは単に「古い大きな古いお墓」だからではない。

一五〇〇年以上前、東アジアの荒波のなかで国を興そうと奔走した人々の、富と権力、そして祈りの記憶を現代に伝える一級の歴史的モニュメントだからである。

夕暮れ時、羽曳野の街並みの向こうに沈む陽が、墓山の緑を深く染め上げていく。その影の長さは、そのまま私たちが歩んできた歴史の深さそのもののように思えてならない。





向墓山古墳












静寂のなかに息づく巨石と権力

大阪府羽曳野市の住宅街を歩いていると、突如として深い緑の塊が行く手を遮ることがある。世界文化遺産に登録されている「古市古墳群」の広大な風景だ。

そのなかに、ひっそりと、しかし確かな存在感を放ちながら佇む方墳がある。それが向墓山古墳（むこうはかやまこふん）である。

一見すると、巨大な前方後円墳の影に隠れた平凡なマウンドに見えるかもしれない。しかし、この一辺約六八メートル、高さ約十.七メートルにおよぶ大型の方墳には、五世紀前半という激動の時代を生きた古代日本の権力構造が色濃く投影されている。

巨大古墳の「影」として生きる宿命

向墓山古墳の歴史的背景を語るうえで、切り離せない存在がある。すぐ西側に隣接する「墓山古墳」だ。

向墓山古墳の西端は墓山古墳の周濠（堤）と重なるような位置に築かれており、両者は堀によって明確に区画されている。この配置こそが、この古墳の宿命を物語っている。

現在、向墓山古墳は宮内庁によって「応神天皇陵」の「に号陪塚（ばいちょう）」として管理されている。陪塚とは、大型古墳の周辺に配され、主墳に葬られた王の親族や臣下、あるいは王が使った財宝を収めるために造られたとされる従属的な古墳のことである。

考古学的な研究の進展により、実際には応神天皇陵（誉田御廟山古墳）よりも、すぐ隣の墓山古墳と同時に築造された可能性が極めて高いと考えられている。

つまり、向墓山古墳は単独で完結するお墓ではない。墓山古墳という、当時の畿内でも有数の権力者であった「主」に寄り添い、その威光を永遠に引き立てるために設計された、いわば「従」の空間なのである。

五世紀前半、倭の五王が拓いた大王の時代

この古墳が造られた五世紀前半という時代は、日本列島の歴史において大きな転換期であった。『宋書』などに登場する「倭の五王」が中国の大陸国家と活発に外交を結び、国内ではヤマト王権が急速に中央集権化を進めていた時期にあたる。

その権力の象徴が、百舌鳥・古市古墳群に代表される巨大古墳の造営だった。土を盛り、濠を掘り、無数の埴輪を並べるという途方もない大土木工事は、王権の圧倒的な動員力と経済力を周囲に見せつけるデモンストレーションに他ならない。

向墓山古墳のような大型方墳が陪塚として整然と並べられた背景には、王権内部における強固な階層秩序があったのだろう。主墳の主が頂点に君臨し、その周囲を固める臣下や一族の長たちが、死後もなお生前と同じような序列のままに配置される。古墳の配置図は、そのまま当時の政治的なパワーバランスの縮図だったと言える。

現代に残されたメッセージ

現在、向墓山古墳の周囲は静かな時が流れている。かつて古代の技術者たちが汗を流し、大王への忠誠を誓って築いた墳丘は、今や豊かな樹木に覆われ、街のオアシスとして溶け込んでいる。

しかし、その均整の取れた方錐形のシルエットを見つめていると、一五〇〇年以上前の人々が込めた政治的意図や、巨大な権力構造の冷徹なまでの美意識が、時を超えて語りかけてくるような気がしてならない。

向墓山古墳は、巨大古墳の華々しい陰でヤマト王権の秩序を支え続けた、古代のリアルな政治空間を現代に伝える貴重なタイムカプセルなのである。














羽曳野市文化財展示室



























































応神天皇陵


応神天皇について

■　神話の母と武神の誕生――神功皇后の象徴性と八幡信仰の系譜

日本の古代史において、第一五代・応神天皇とその母である神功（じんぐう）皇后の母子ほど、神話の象徴性と歴史の現実がダイナミックに融合した存在はほかにいない。

記紀が語る神功皇后の「三韓征伐」という壮大な伝説と、そこから生まれた応神天皇が、やがて中世の荒波の中で最強の武神「八幡神（はちまんしん）」へと昇華していく過程には、日本人の精神史における重要なパラダイムシフトが隠されている。

■　三韓征伐のシンボリズム――胎中天皇と聖なる母性

古事記や日本書紀において、神功皇后の三韓征伐は単なる軍事遠征として描かれているわけではない。そこには高度に張り巡らされた宗教的・王権的なシンボリズム（象徴性）が存在する。

最大の象徴は、応神天皇が「胎中天皇（はらのうちのみかど）」、すなわち母の胎内にいる状態で遠征が行われたという点である。神功皇后は神託を受け、住吉大神などの神々を宿して海を渡った。

彼女は鎮懐石（ちんかいせき）と呼ばれる石を腰に当てて出産を遅らせ、軍を指揮したとされる。ここでの神功皇后は、単なる統治者ではなく、神の意思をこの世に具現化する「神の依り代（シャーマン）」であり、同時に新しい時代の大君を宿した「聖なる母体」そのものである。

海を渡り、新羅をはじめとする半島諸国を服属させたという物語は、大和王権が大陸の先進文化や鉄資源を掌握し、国際舞台へ躍り出たという歴史的転換のメタファー（暗喩）に他ならない。

荒れ狂う海を鎮め、異国を従えて帰国したのち、筑紫の地で応神天皇が誕生する。この劇的な構造は、古い秩序が一度リセットされ、海の彼方からもたらされた強大なエネルギーによって、新しい強力な王権（河内王朝）が誕生したことを祝福する象徴的儀礼であったと読み解くことができる。

■　宇佐の地から現れた「八幡神」という謎

しかし、これほど神話的に誕生した応神天皇が、崩御した直後から武神として祀られたわけではない。応神天皇が「八幡神」と習合し、国家的な信仰を集めるようになるまでには、数世紀にわたる複雑な歴史の変遷があった。

始まりは、大分県の宇佐地方である。古代、この地には固有の自然信仰や、渡来系氏族がもたらした製鉄技術に伴う信仰が存在していたとされる。

七世紀後半から八世紀にかけて、この宇佐の地に「八幡（ヤハタ）」と呼ばれる神が現れる。元来は農耕や鍛冶（鉄）の神としての性格が強かった八幡神が、なぜ応神天皇の霊と結びついたのか。
そこには、大和朝廷による地方支配の強化と、宇佐の持つ「境界の地」としての特性が関係している。九州は隼人（はやと）の反乱などに代表されるように、朝廷にとって軍事的・政治的な緊張の絶えない土地であった。

朝廷はこの地を鎮めるため、かつて母とともに筑紫（九州）で生まれ、大陸外交を先導した「応神天皇」の聖性を、宇佐の強力な地主神である八幡神に重ね合わせた。こうして八幡神は、王権の祖霊としての性格を帯びるようになる。

■　護国の神から武家社会の守護神へ

さらに八幡信仰を一躍中央の表舞台へと押し上げたのが、奈良時代に起きた東大寺大仏建立と、宇佐八幡宮神託事件（道鏡事件）である。八幡神は「大仏建立を助ける」という神託を出し、国家最大のプロジェクトを精神的に支えた。

さらに、皇位を奪おうとした僧・道鏡の野望を阻む神託を下したことで、「天皇家と国家の守護神」としての地位を不動のものとした。

この時期、仏教と深く結びついた八幡神は「八幡大菩薩（はちまんだいぼさつ）」という称号を得る。神と仏が融合した、日本独自の神仏習合のシンボルとなったのである。

この「国家を守る強力な神」というイメージが、平安時代以降、新たな時代を切り拓く主役となった「武士」たちの心をとらえた。

特に清和源氏の祖である源頼信や頼義、義家らは、石清水八幡宮（京都）を篤く信仰した。源義家が「八幡太郎（はちまんたろう）」を名乗ったことはあまりにも有名である。

彼らにとって八幡神は、皇室の祖先（応神天皇）でありながら、圧倒的な「武の力」で国家の危機を救ってきた最強の守護神であった。

源頼朝が鎌倉に幕府を開いた際、その中心に鶴岡八幡宮を据えたのは、八幡信仰が武家政権の正統性を担保する精神的支柱だったからに他ならない。

■　信仰が紡いだ歴史の円環

神功皇后の胎内で神の息吹を受け、激動の東アジア海域を渡る象徴的な物語の中から誕生した応神天皇。その劇的なイメージは、宇佐の土着信仰、国家の危機を救う神仏習合のロジック、そして戦場を生きる武士たちの渇望と交差することで、「八幡神」という巨大な信仰へと成長していった。

実在の天皇という歴史的権威と、神話が持つ超自然的なパワー。その双方が「守護」というキーワードで結ばれたとき、日本独特の武神の歴史が完成した。

全国に数万を数える八幡社の境内には、今もなお、古代の海を渡った母子の記憶と、中世を駆け抜けた武士たちの祈りが、静かに息づいている。

応神天皇陵の歴史的背景

全長約四二五メートルという、仁徳天皇陵（大仙古墳）に次ぐ国内第二位の規模を誇るこの前方後円墳は、ただの巨大な王墓ではない。そこには、五世紀という「激動の時代」が生んだ、壮大な歴史的背景が刻まれている。

この巨大な古墳が築かれた背景を紐解くとき、私たちはまず「舞台の移動」に目を向ける必要がある。四世紀、ヤマト王権の王たちは奈良盆地の東南部（三輪山山麓など）に好んで墓を築いていた。

しかし五世紀を迎えると、その中心地は大阪平野、すなわち河内地方へとダイナミックにシフトする。これが歴史に言う「河内王朝」の幕開けである。

なぜ、奈良の山裾から大阪の平野へと移ったのだろうか。その理由は、当時の東アジア情勢と深く結びついている。

当時の朝鮮半島では、高句麗・百済・新羅、そして伽耶（加羅）諸国が激しい覇権争いを繰り広げていた。ヤマト王権はこの国際秩序の中に深く介入し、先進的な鉄資源や文化、技術を求めて半島へと渡った。

大陸や半島からの使者を迎え、また自ら海へと漕ぎ出すために、彼らは瀬戸内海に通じる「大阪湾」という玄関口を重視したのである。応神天皇陵は、まさにその海上交通の要衝を見下ろす高台に、威容を誇るように築かれた。

さらに、この墳墓の巨大さそのものが、当時の王権の「力」の誇示であった。これほどの大土木工事を完遂するには、数千人、数万人の労働力を長期間にわたって動員し、統率する強力な中央集権的組織が不可欠である。

それだけではない。古墳から出土する精緻な馬具や鉄製武器、そして何万本もの埴輪は、渡来人集団がもたらした「最先端の技術」がヤマトの地に定着していた証拠でもある。

応神天皇の時代とは、百済から阿直岐（あちき）や王仁（わに）といった知識人が渡来し、文字や学問、そして大陸の技術が日本へ本格的に流入した画期的な思想転換期でもあったのだ。

中国の歴史書『宋書』に登場する「倭の五王」のうち、「讃」あるいは「珍」が応神天皇、もしくはその血統にあたると推測する説もある。彼らは中国の南朝へ熱心に使者を送り、自らの地位を国際的に認めさせようとした。

世界最大級の墳墓を築くという行為は、国内の豪族たちを平伏させるためであると同時に、海外からの訪問者に対して「我が国の王の力を見よ」と知らしめるための、壮大なモニュメントでもあったのだろう。

今日、生い茂る木々に覆われた応神天皇陵の周囲を歩くと、かつてこの地で響いていたであろう、土を運ぶ人々の声や、鉄を打つ音が遠く泥の中に沈んでいくような錯覚を覚える。

それは一人の王の死を悼む場所である以上に、日本という国家が国際社会の荒波へと漕ぎ出していった、あの熱い五世紀の記憶を雄弁に物語るタイムカプセルなのである。













































誉田八幡宮（こんだはちまんぐう）



大阪平野の南東部、羽曳野の地に立つと、否応なしに巨大な大地の隆起が目に飛び込んでくる。日本最大級の規模を誇る前方後円墳、応神天皇陵（誉田御廟山古墳）である。

その南面に寄り添うように鎮座するのが、誉田八幡宮（こんだはちまんぐう）だ。ここには、単なる一地方の神社という枠には収まりきらない、日本の国家形成期から中世、近世へと続く重層的な歴史の記憶が刻まれている。

古代新王朝の息吹と御陵祭祀

誉田八幡宮の歴史は、主祭神である応神天皇（誉田別尊）の御陵祭祀を司ることから始まった。四世紀後半から五世紀にかけて、大和川や石川が流れる河内地方は、大陸や朝鮮半島との緊張感が高まる中で瀬戸内交通の要衝として急速に開発が進んだ。この地を基盤に新たな王朝を築いたとされるのが応神天皇である。

社伝によれば、欽明天皇の時代に、応神天皇の神霊がこの地に顕現したことが創建の契機とされる。神社と巨大な古墳が一体となったその構造は、生前の権力者が死後に神となり、国家の守護神として祀られていく日本独特の信仰の変遷を雄弁に物語っている。

武家の台頭と「河内源氏」の精神的支柱

時代が下り、平安時代後期になると、誉田八幡宮は新たな歴史の主役に遭遇する。清和源氏の一流であり、後に鎌倉幕府を開く源頼朝の祖先となる「河内源氏」の台頭である。

河内源氏は、近隣の壷井（現・羽曳野市壷井）に本拠地を置き、誉田八幡宮を氏神として深く信仰した。なかでも「八幡太郎」の通称で知られる源義家は、この神社で元服したと伝えられ、自らを八幡神の申し子と位置づけた。

これ以降、八幡信仰は単なる宮廷の信仰から「武運の神」へと変貌を遂げ、全国の武士たちへと広がっていく。その源流が、まさにこの河内の地、誉田の社にあったのだ。

戦乱の火に耐えた御宝物

中世の激動期、誉田八幡宮は幾度も戦火に巻き込まれた。南北朝の動乱や、戦国時代の織田信長による河内攻めなどにより、社殿は度々焼失の憂き目に遭っている。しかし、その都度、時の権力者や地域の人々の手によって再興されてきた。

源頼朝や足利尊氏、豊臣秀頼らが寄進や社殿修復に大きく関わったことも、この社が持つ象徴的な重みを示している。現在、国宝に指定されている「塵地螺鈿金銅装鞍（ちりじらでんこんどうそうくら）」をはじめとする第一級の古美術品・武具が今に伝わっているのは奇跡に近い。

それは、激しい戦乱の時代にあっても、この場所が侵してはならない聖域として守られ続けてきた証拠に他ならない。

現代へ続く歴史の余韻

境内を歩けば、応神天皇陵の深い緑から吹き抜ける風が、かつてこの地を駆け抜けた古代の王たちや、刀を握りしめた防人たちの息遣いを運んでくるかのように感じられる。誉田八幡宮は、単に古い建物を残す場所ではない。

神話と地続きの古代から、武士の時代、そして現代へと至る日本の歩みが、堆積物のように積み重なった歴史のタイムカプセルなのである。応神陵の巨大な影に包まれながら、社は今日も静かに、変わりゆく時代を見つめ続けている。

応神天皇との関係性

誉田八幡宮の境内を歩くと、どこにいても背後に控える圧倒的な存在感から逃れることはできない。鬱蒼とした深い森――それこそが、日本最大級の前方後円墳である応神天皇陵（誉田御廟山古墳）だ。この社を語ることは、そのまま主祭神である「応神天皇」という稀代の君主との結びつきを紐解くことに他ならない。

古代、この地は単なる一地方ではなく、大陸への門戸たる瀬戸内海へとつながる交通の要衝、河内平野の中心であった。五世紀、朝鮮半島との緊張が高まる激動の東アジア情勢のなかで、新たな国家の枠組みを築き上げたのが応神天皇である。

文字や儒教、養蚕、治水技術といった最先端の文化が大陸から流入し、日本が文明国としての歩みを本格化させた時代。その偉大な足跡ゆえに、天皇は後に「文武の祖」として、また神格化されて「八幡大神」として仰がれることとなる。

誉田八幡宮と応神天皇の関係は、単に「ゆかりの地」という言葉では片付けられないほどに生々しく、そして深い。社伝によれば、天皇の崩御から一〇〇年以上が経った欽明天皇の時代、この地に天皇の神霊が顕現したことが社の始まりとされる。つまり、ここは崩御した王の魂が留まり、国家守護の神へと昇華した「聖誕と鎮座」の現場なのだ。

その最たる証左が、今も秋の例大祭で行われる伝統神事「お渡り」に見られる。神輿に遷った応神天皇の神霊が、社殿を出て、国宝の鞍を飾った白馬を先頭に、応神天皇陵の頂へと登っていく。神となった天皇が、自らの眠る御陵へと里帰りするその姿は、千数百年の時を超えて、生と死、人間と神の境界線を融解させる。

神社と巨大古墳が一体となったその景観は、古代の王権がどのようにして神話となり、現代の私たちの足元にまで地続きで続いてきたかを無言で教えてくれる。誉田八幡宮の社殿に響く拝礼の音は、そのまま、背後に眠る応神天皇の魂へと真っ直ぐに届いている。












































大鳥山古墳



大阪平野を見下ろす古市台地の一角に、ひっそりと、しかし確かな存在感を放ちながら佇む前方後円墳がある。その名は大鳥塚古墳（おおとりづかこふん）。

一般には「大鳥山古墳」の名でも親しまれるこの古石の丘は、世界文化遺産「百舌鳥・古市古墳群」の構成資産であり、五世紀初頭という「動乱と変革の時代」の息吹を今に伝える貴重な歴史の証言者である。

時を巻き戻すこと千六百年あまり、日本列島はヤマト王権を中心とした緩やかな連合体から、より強固な政治的階層社会へと脱皮を図る過渡期にあった。

当時の大王たちは、自らの権威を誇示し、朝鮮半島をはじめとする東アジア諸国への外交的アピールとするために、百舌鳥や古市の地に競うようにして巨大な墳墓を築いたのである。大鳥塚古墳が築かれたのは、まさにそのようなヤマト王権の拡大期であった。

全長一一〇メートルという規模は、周囲にそびえる誉田御廟山古墳（応神天皇陵）などの巨大な大王墓に比べれば中型に位置づけられる。しかし、この古墳が内包する歴史的背景はすこぶる興味深い。特筆すべきは、後円部が三段、前方部が二段という左右非対称の変則的な墳丘構造である。

後円部を著しく高く見せるその独特な造形は、当時の設計者たちが被葬者の威厳をいかに演出しようとしたか、その意図を雄弁に物語っている。

さらに、この古墳の歴史的背景を読み解く上で欠かせないのが、すぐ北側に寄り添うように位置する陪塚（ばいちょう）「赤面山古墳（せきめんやまこふん）」の存在である。一辺わずか一五メートルほどの方墳は、まるで主君の背中を追いかけるかのように、大鳥塚古墳の影にひっそりと佇んでいる。

それまでの時代、有力者たちの墓はそれぞれの地域に単独で築かれるのが常であった。しかし五世紀を迎えると、大鳥塚古墳のように、前方後円墳のすぐそばに方墳や円墳が配置されるようになる。

これは、生前に築かれた強固な「主従関係」や「政治的秩序」が、死後の世界にまでそのまま持ち込まれたことの現れにほかならない。赤面山古墳に葬られた人物は、生前、大鳥塚古墳の主である有力な権力者に忠実に仕え、死してなお、その大いなる庇護のもとで眠ることを選んだのだろう。

墳丘からは、鉄製の剣や刀、矛といった数多くの武器に加え、優美な冑（かぶと）形の形象埴輪や銅鏡が出土している。これらは、被葬者がヤマト王権の軍事的な一翼を担い、東アジアの最新技術や文化に深く触れていた人物であったことを推測させる。

大鳥塚古墳の歴史は、古代だけで終わらない。時を経て昭和の激動期、この静かな古墳の丘は戦時中の「防空壕」として掘削され、文化財としての身体に深い傷を負うこととなった。それもまた、国家の命運をかけた戦いの中で、古墳という空間が再び「戦い」の歴史に巻き込まれたという、皮肉な背景の一幕である。

現代、大鳥塚古墳を訪れると、墳丘を覆うクヌギの林が静かな木陰を作り、心地よい風が吹き抜ける。激動の古代を生き抜き、さらに近代の戦火をくぐり抜けてきたこの丘は、かつてこの地で繰り広げられた権力者たちのドラマと、ヤマト王権が国家へと成長していく歩みを、今も静かに私たちに伝えているのである。
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清水正弘



二十歳の時にダライ・ラマ十四世と個人的に出会った事が、世界の山岳・辺境・秘境・極地へのエスノグラフィック・フィールドワークへのゲートウェイだった。その後国内外の「辺（ほとり）」の情景を求めて、国内外各地を探査する。

三十歳代にて鍼灸師と山岳ガイドの資格を取得した後は、日本初のフリーランス・トラベルセラピストとして活動を始める。そのフィールドは、国内の里地・里山から歴史的、文化的、自然的に普遍価値を有する世界各地のエリアである。

また、健康ツーリズム研究所の代表として、大学非常勤講師を務めながら、地方自治体における地域振興のアドバイザーとしても活躍している。

日本トラベルセラピー協会の共同創設者でもある。
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(The photograph of Ojin-tenno-ryo Kofun by Tameumi TANIMURA)

The tourism of famous places and historic spot by
common people was popular during Taisho Period (
1912 to 1926) because the railway and traffic net:
were establishued . So to go to worship at the tom|
an emperor or imperial family member were popular a
time , that was interet in the imperil mausoleu
Therefore the photographs of them were often publist
Tameumi TANIMURA was one of the photograohe
imperial mausoleums . He took many photos of the p
of worship at imperial mausoleums , and publishue
photo book “RYOBOSEIKAN” . So many photograg
glass dry plate of 4000 sheets which were taken b
were donated to SAKAI City Museum , then these
digitalized and published as “The old photograp
imperial mausoleums in Mozu Kofungun” and “T
photographs of imperial mausoleums No.2 ”

The photo of the mound is that of Nonaka-miy:
Kofun in the west from the air . and in this photo v
see the old scenery of Ariyama Kofun and Higast
Kofun . And we can see that a ot of pine trees was |
in the places of worship of imperial mausoleums
photographs which he took at that time , so we ¢

that the places have very mysterious and
atmosphere.
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